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ヤギェロン大学（クラクフ）における日本学研究 
 
園山 千里 
 
１ 「日本／ポーランド」のイメージ 
 
 ポーランドがＥＵに加盟して 2014 年 5 月 1 日で 10 年が経過した。ＥＵ加盟はポーランドに
とって新たな世界を拡げるチャンスであり、経済的発展は一年ごとにみてもめまぐるしく上昇
している。昨今では隣国ウクライナのクリミア半島をめぐって、一時緊張感が漂った。地続き
であるヨーロッパは古代から周辺諸国の影響を受けやすく、言語的・文化的にも柔軟に対応す
ることが常に求められてきたのだと思う。一方でアジアである日本は「極東」という言葉で表
現されることがあるように、ヨーロッパを中心とする地図でみると最果てに位置しており、想
像できないほど遠くに存在している国のように感じてしまう。事実遠距離ではあるが、そのた
めエキゾチックな幻想を抱く人々も多く、憧れの国として日本を受け止めるポーランド人は多
い。一般的に日本に対して好意的で、『月刊歴史街道』（2014 年 3 月号1）でもポーランド孤児
を救出した特集が組まれるなど、戦前から日本とポーランドとの関係は強く結ばれている。し
かし、両国にとって「日本」「ポーランド」という概念は、ステレオタイプ的なものが現在でも
根強いのではなかろうか。ポーランド人にとって、日本では毎日のように寿司を食べているイ
メージがあるし、黒澤明監督の映画やアニメから抱く日本のイメージはいまだに強い。日本で
もクラシック音楽愛好家にとっては、偉大な音楽家「ショパン」を生み出した国、世界史で登
場する「ワルシャワ条約」などからポーランドを思い浮かべる人が多いだろう。 
現在、両国の隔たりを縮める役割を担っているのがポーランドにある国立大学の日本学科で
ある。ワルシャワ、ボズナン、トルン、そして私が赴任しているクラクフに大学教育として日
本学科が存在している。私立の外国語大学や高等学校、街中にある語学学校でも日本語を学べ
る機会はあるが、それらは専門としてよりも第二もしくは第三・第四外国語として、もしくは
趣味として気長に付き合えるような言語としてである。 
本学ではボローニャ宣言に則って学士課程 1・2・3 年、修士課程 1・2 年の学修構造を導入し
ている。学士課程を卒業後、ほかの学部・学科に修士課程として入学することも可能である。
しかし、学士課程 3 年間の学びでは将来的に日本語を武器にして社会に出ることは困難である
のが現実である。学士課程 3 年間というのは専門性を極める前の基礎固めの時期である。その
後、修士課程で専門分野の授業を受講して卒業するという流れが一般的である。修士課程の間
には、長期もしくは短期の留学を 3 分の 2 以上の学生が経験する。 
― 36 ― 
今回はクラクフ・ヤギェロン大学日本学科の 1 年間を振り返り、普段の授業を通して感じて
いる日本学の将来について、そして国際化と日本の大学について若干の私感を述べてみたい2。 
 
２ 日本学科の 1年間 
 
ヤギェロン大学は 1364 年創設。14 世紀から 16 世紀まで続いたヤギェロン王朝と深い繋がり
があるため、王朝名が大学の名称となっている。2014 年現在で創立 650 年である。ポーランド
では一番歴史が古く、ヨーロッパではカレル大学の次に伝統がある大学である。法学部・医学
部・社会学部・歴史学部・経済学部などの 15 学部から構成されている総合大学である。日本学
科は文献学部東洋学研究所に属している。東洋学研究所が抱える国は日本からインドやトルコ、
イランまでを含む。日本・中国学科3、インド学科、イラン学科、アラビア講座、トルコ講座、
ユーラシア学際研究ラブラトリー、クルド研究ラブラトリーがある。2009 年 11 月には東洋学
研究所設立 90 周年記念の会議が開催された4。大学の創立と比べるとまだ新しい研究所ではあ
るが、日本学科は大変人気のある学科で例年大学内でも倍率が高く入学するのは難しいと言わ
れている。学生が日本学科に入学する理由は様々だが、日本学という特殊な学問を選択するこ
とからもわかるように、日本に対する特別な愛着を持つ学生が多いように感じる。幼少期から
見ていた日本のアニメに魅了されたから、アジアの歴史に興味があったから、難しい言語だと
聞いたので挑戦してみたかったから、偏差値が高かったからなどという志望理由も聞く。 
以下、2013 年／2014 年に行われた日本学科の主要な出来事についてあげてみる5。 
 
□2013 年 10 月～12 月 特別講義 
客員教授として平安文学と漢文学専門の渡辺秀夫教授（信州大学名誉教授）を招聘した。学士
課程 3 年と修士課程 1 年の文学の授業を担当していただいた。日本古典文学の講義は漢文と和
文の世界との繋がりを示唆するものであり、学生には漢文世界への扉を開く機会になった。ま
た和歌で使われる歌語に関する詳細な説明は、古語から現代語までの「ことば」の変遷を学ぶ
ことになり、日本語の面白さを発見することにもなった。短い期間だったが、学生には刺激的
で充実した講義内容だった。 
 
□2013 年 11 月 国際会議 Japanese Civilization  
公益財団法人東芝国際交流財団から国際会議のための助成を受けて開催。Tokens and 
Manifestations というテーマで各国から発表者が集った。基調講演には鈴木貞美教授（国際日
本文化研究センター名誉教授）、尾形明子教授（NPO 現代女性文化研究所）、沼野充義教授（東
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京大学教授）、月本雅幸教授（東京大学教授）、Timon Screech 教授（ロンドン大学教授）を招
聘した。専修大学からは小山利彦教授がお越しくださり、「平安王朝文化と渤海使節」というタ
イトルで発表された。 
 
□2014 年 4 月 国際日本学学生ワークショップ 
国際日本学学生ワークショップはヤギェロン大学日本学科の学生有志で作られた「Kappa」と
いう学生組織団体が企画したのを端緒とする。年に 1 回、ポーランド内の日本学科の学生と近
隣諸国の日本学科の学生が集う。今回はポズナン大学が主催地となり、ポズナンの中心から 80
キロ離れた保有地で開催された。ポーランド以外からはオーストリア、チェコなどの大学から
の参加者もいた。それぞれの大学から参加した専任教員による専門分野に関する講義と日本語
教師による日本語授業、日本文化に関するアトラクションが行われた。使用言語は日本語と英
語。学生にとっては普段知り合うことができない他大学の仲間との交流にもなり、楽しいレク
リエーションも魅力的なようである。 
 
 以上のように、1 年間を通じて日本に関する学術研究・教育活動が行われている。主に本学
日本学科を主体とする出来事を書き留めたが、他大学の日本学科で開催される学会や会議など
も毎年あり、ポーランド内外の日本学研究者が集う場となっている。 
 
３ 担当科目から考えること 
 
ここでは普段の授業を通して感じていることを述べてみたい。私が担当しているのは修士課
程対象の専門科目である。実用日本語の勉強と並行して、専門分野の研究の基礎を築く重要な
時期である学生を対象にしている。語学学習とは異なるアプローチの難しさがあろう。そのよ
うな状況ではあるが、学生のほとんどは落ち着いた物腰で熱心に授業やゼミに取り組んでいる
と思う。日本留学を経験した学生とこれから留学に出発する学生とが混在しており、多少のレ
ベルの違いはあるが、どちらにも適した授業展開を志している。 
卒業の条件としては必修科目の単位修得と修士論文提出が義務づけられている。単位が満た
されていても修士論文の審査を兼ねた卒業試験を合格しないと卒業は認められない。本学科は
文献学部に属していることから、伝統的な文献学を基礎とする言語学と文学との二本柱で成り
立っている。修士論文についても主に言語学か文学かをテーマとして執筆することが要求され
る6。 
私の専門分野は日本古典文学、特に平安時代の物語・和歌である。「文学」という側面から学
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生の好奇心を引き出し、日本の古典文学に少しでも興味を持つ学生を増やしたいというのが望
みである。中古文学の研究者としてどのように学生を支えていくか、どれほどの役目を担うこ
とができているのか、常に悩みが尽きない。現在、文章表現7 や現代日本文学演習8 なども担当
しているが、自分の専門に関わる科目のみをあげてみる。 
 
■日本古典文学演習〈通年〉 
古代から近世までの古典作品に触れることを目指している。部分的ではあるが、『万葉集』『日
本書紀』『日本霊異記』『竹取物語』『大和物語』『枕草子』『源氏物語』『成尋阿闍梨母集』『宇治
拾遺物語』『徒然草』『雨月物語』『金々先生栄花夢』などを対象とする。作者、成立の問題、文
学性などの側面から講読して、各作品の特質を知ることを目的としている。学士課程では日本
文学史（古代から近代まで）や文学講義の授業はあるが、本格的な古典読解は修士課程から始
まる。最初は初めて耳にする古典独自のリズムに躊躇していた学生も、徐々に自信を持って音
読するようになるのが印象的である。 
 
■日本語特別演習（漢文）〈半期〉 
日本語は漢字仮名交じりの文字体系によって成立する。漢字によって記載される「漢文」を学
ぶことは、日本語という言語が本質的に内在する思想などを学ぶ機会にも繋がるだろうと考え
て漢文の授業を導入した。海外の学生は訓読する理由を「語学」として論理的に説明されるこ
とを好む。句法の説明は極力避けて、漢字の意味や用法・漢文の構成に注目しながら漢文訓読
の基礎を培う9。 
 
■修士論文指導〈通年〉 
赴任時から日本語で修士論文を提出する学生の論文指導をおこなっている。現在までの論文
テーマとしては、「『源氏物語』女性論」「菅原道真と崇徳院の怨霊について」「三島由紀夫作品
における現実逃避について」「日本民話におけるジェンダー」「子どものための昔話を分析する」
「『万葉集』における七夕歌の考察」など多岐にわたる。ほとんどの学生はポーランド語での提
出であるが、日本語で執筆しようとする学生は研究意欲も高く優秀な学生が多い。 
 
大学の 5 年間というのは今後の人生の形成期であり、様々なことを柔軟に受容できる時期で
あろう。社会に出てからも、学際的協力が不可欠な今、僅かではあるが日本文学を分析・解釈
した経験、漢文世界に触れた経験などは、思考力を高める大切な要素を持つと思う。海外や日
本という場の隔たりにこだわらず、ひとりひとりの学生に目が行き届く丁寧な授業を展開しな
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がら、学生の可能性を最大限に高める教育に邁進したいと考えている。 
 
４ ポーランドからみた日本学の将来と役割 
 
 先述したように今年度だけをみても日本との関係は特別講義や国際会議、ワークショップな
どを通じて多い。他大学や大使館、民間で行われている日本に関する行事も一年を通じてポー
ランドのあらゆる場所で開催されている。一般のポーランド人が日本に触れる機会は近年増加
の傾向にあろう。そのような意味でも日本学科の役割は大きい。現地の日系企業に就職、翻訳・
通訳、ガイド業に従事する卒業生も多い。卒業後すぐに日本と関係のある仕事に就けなくても
将来的に日本や日本語に関わる仕事に携わりたいと考える学生がほとんどである。 
 海外の大学に赴任して思うことは、日本古典文学の研究者として二つの働きが必要であると
いうことである。ひとつは現地で日本を伝える使命、つまり日本に興味のあるポーランド人に
日本のことを正確に伝えることである。大学という場であることから、教養講座や専門書の出
版、翻訳などを発信することが大きな役割となろう10。私が現在できることとして、大学出版
で刊行予定の専門書『平安時代物語和歌論』を執筆しているところである。ポーランドでほと
んど研究されていない古典和歌と物語との関係について述べるものである。専門書というかた
ちではあるが、実際は専門家がいないため、広くポーランドの読者を想定するものとして執筆
している。ふたつめの働きは、海外にいながら自身の研究を維持して日本に発信することであ
る。長期休暇中は資料収集を兼ねて必ず帰国しているようにしているが、日々の研究情報が乏
しくなるのは否めない。学会や研究会にもすぐに駆けつけることができない。インターネット
普及により簡単に情報は得られるようにはなったが、やはり対面しながら議論をしたいと思う
ことはよくある。しかし、海外での学会やシンポジウムでは「日本学」という幅広い分野から
研究者が集うため、様々な専門家の話を聞ける機会には恵まれている。 
 「伝える」ということは時に一方的になりがちである。日本学科の学生や日本に興味がある
ポーランド人は、すでに日本に関心があるので、伝えることは容易いかもしれない。それでも
相手の国の文化や言葉、歴史を知らないと、それは一方向の伝達となってしまう。もちろんそ
のような伝達方法も必要である。しかし、私自身はポーランドやヨーロッパについて常に知り
たいという欲求がある。日本学科の教員としては、日本について「伝える」比重のほうが高い
が、常にここがポーランドという異国であることは意識している。学生とは授業を通して日本
とポーランド両国に関する問題について議論をするようにしている。両国の共通点や相違点を
認識そして受容しながら、それぞれの国のことを互いに尊重していくことが重要だと、海外に
いてあらためて思う。 
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５ おわりに 
 
最近では、日本の文学や文化を「伝える」ことについて、日本の大学での役割の重要性を感
じている。そのような考えに至ったのも一度海外に出ないと感じなかったことかもしれない。
すでに「国際化」という言葉は古く感じるほど世界は狭くなっている。グローバル化のなかで
求められるのは異なる文化や習慣を受け止め、母国の歴史や文学、文化を明確に伝えることが
できる力である。自分の国の言葉を的確に理解する力、表現する力は、すべての思考に必要で
あり、日本の国の文化と歴史を守るという意味でも大切なことだろう。その意味でも古典は重
要だと思う。古典が古典として存在しているのは、それらを読み継いできた先代の歴史がある
からである。千年前の作品を現代のわたしたちが読んでも共感できる喜び、これは古典ならで
はの楽しさである。本文を読むことにこだわり、日本の古典文学や漢文という文学の面白さを
発見する機会を与えると同時に、言葉に自覚的な学生を育てることができればよいと思う。ま
た国際的な視野で日本文学を捉えることができるような、柔軟な思考を育むことも理想である。
自分の国の文学・文化・言葉を熟知していることはどこに行っても強みとなるのである。 
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